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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成17年５月30日に提出した第27期（自 平成16年３月１日 至 平成17年２月28日）有価証券報告書の記載事項の

一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第１ 企業の概況 

３．事業の内容 

５．従業員の状況 

第２ 事業の状況 

４．事業等のリスク 

７．財政状態及び経営成績の分析 

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿線で示しております。 

 第一部 【企業情報】 

第１【企業の概況】 

３ 【事業の内容】 

（訂正前） 

当社グループは、当社および子会社1社により構成され、衣料・住生活・食品などの総合小売業を主な事業と

して活動しております。それぞれの事業内容は次のとおりであります。 

株式会社ポスフール  ―――― 総合小売業を北海道内21店舗展開しております。  

有限会社ティーウイン ―――― 当社の子会社であり、当社帯広店に関わる信託受益権を保有しておりま  

す。帯広店については、当社は信託銀行と賃貸借契約を締結し賃借して

おります。  

（訂正後） 

当社グループは、当社、子会社1社により構成され、衣料・住生活・食品などの総合小売事業を主な事業とし

て活動しております。それぞれの事業内容は次のとおりであります。 

株式会社ポスフール  ―――― 総合小売事業を北海道内21店舗展開しております。  

有限会社ティーウイン ―――― 当社の子会社であり、当社帯広店に関わる信託受益権を保有しておりま  

す。帯広店については、当社は信託銀行と賃貸借契約を締結し賃借して

おります。  



以上の関連を図示すると次のとおりであります。  

５ 【従業員の状況】 

（1）連結会社の状況 

（訂正前） 

 連結子会社に従業員がいないため、提出会社の状況と同一です。 

（訂正後） 

平成17年２月28日現在 

(注)従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員及びパートタイマー）は、年間の平均人員を（ ）外数

で記載しております。  

第２【事業の状況】 

４【事業等のリスク】 

（訂正前） 

有価証券報告書に記載した事業の概況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及

ぼす可能性のある事項には、主として以下のようなものがあります。  

なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末（平成17年２月28日）現在において、当社グル

ープが判断したものであります。なお、以下の記載は、当社グループの事業等においてこれら以外にも様々な

リスクを伴っており、ここに記載されたものがリスクのすべてではありません。  

（訂正後） 

有価証券報告書に記載した事業の概況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及

ぼす可能性のある事項には、主として以下のようなものがあります。  

なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末（平成17年２月28日）現在において、当社グル

ープが判断したものであります。 

事業部門の名称 従業員数（名） 

 総合小売事業 
1,063 

 (2,166) 

 合  計 
1,063 

 （2,166） 



７【財政状態及び経営成績の分析】 

（訂正前） 

(1) 重要な会計方針及び見積り 

当社グループの連結財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づいて

作成されております。この連結財務諸表の作成にあたっては、開示に影響を与える見積りに関して、過去

の実績や当該取引の状況に照らして合理的と考えられる見積り及び判断を行い、その結果を資産・負債の

帳簿価額及び収益・費用の金額に反映して連結財務諸表を作成しておりますが、実際の結果は見積による

不確実性があるため、これらの見積と異なる場合があります。 

この連結財務諸表を作成するにあたり重要となる会計方針については、第５「経理の状況」１「連結財

務諸表等」（1）「連結財務諸表」「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載しており

ます。  

（訂正後） 

(1) 重要な会計方針及び見積り 

当社グループの連結財務諸表は、我が国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づいて

作成されております。この連結財務諸表の作成にあたっては、開示に影響を与える見積りに関して、過去

の実績や当該取引の状況に照らして合理的と考えられる見積り及び判断を行い、その結果を資産・負債の

帳簿価額及び収益・費用の金額に反映して連結財務諸表を作成しておりますが、実際の結果は見積による

不確実性があるため、これらの見積と異なる場合があります。なお、文中における将来に関する事項は、

有価証券報告書提出日現在において判断したものであります。 

この連結財務諸表を作成するにあたり重要となる会計方針については、第５「経理の状況」１「連結財

務諸表等」（1）「連結財務諸表」「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載しており

ます。  
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